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中学校・理科 

科学的に探究する力を養う学習指導 

― 基礎的・基本的な知識の活用を図るためのノートづくりの指導を通して ― 

南三陸町立歌津中学校 齋藤 智 

概 要 

中学校学習指導要領（平成29年３月告示）（以下，学習指導要領）では，自然の事物

・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指すことが示さ

れている。本研究は，「課題の設定」「仮説の設定」「観察，実験の計画の立案」の場

面において，基礎的・基本的な知識の活用を図るためのノートづくりを指導し，見通し

を持って観察，実験を行わせることで，生徒の科学的に探究する力を養うことを目指す

ものである。 

１ 主題設定の理由 

本校では，生徒の思考力の育成を目指して，ノートづくりの指導に取り組んできた。生徒が自分の

考えを振り返って確認できるように，ノートに自分の考えを書いたところを線で囲むことを，全教科

で共通の取組として行ってきた。その結果，自分の考えを書くことが定着し，さらに自分の考えを見

直し，友達の書き方を参考にして，補足をしたり，伝わりやすい表現に書き換えたりする姿が見られ

た。これまでの校内研究のアンケートでも，「自分の考えをノートに整理して書くことができる」と

答える生徒が多く，書いて考える習慣を身に付けさせることについて一定の成果が得られている。し

かし，学習した単語を並べるだけで，自分の考えを整理して書くことができたと捉えている生徒も多

く見られた。このような生徒は，学習した知識を概念的に理解しておらず，他の事柄との関わり等に

ついて，明確に理解できていないこと，学習過程の各場面で思考したことのつながりを意識すること

ができていないことが考えられる。今後は，ノートづくりの指導を通して，基礎的・基本的な知識を

活用し，学習過程の各場面で思考したことのつながりを意識させることで，知識の体系化と思考力の

育成を目指していくことが求められている。 

理科では，観察，実験の授業における考察の場面に重点を置き，自分の考えをノートに書くことを

指導してきた。しかし，課題や仮説に正対した考察ができていない生徒が多く，課題や仮説の設定が

十分にできていないこと，実験が単なる操作の連続になっていて，意味や関連性を見いだすことがで

きていないこと，仮説と結果を照らし合わせて考えられていないことが考えられる。そのため，考え

たことを順序立てて記述できなかったり，ノートの記述内容を見直しても必要な情報を見付けられな

かったりすると考える。このことから，「観察，実験の実施」以前の学習過程である「気付き」「課

題の設定」「仮説の設定」「観察，実験の計画の立案」までの観察，実験の学習過程（以下，「気付

き」から「観察，実験の計画の立案」までの学習過程）における指導に重点を置き，各場面で考えさ

せたいことを明確に示すこと，基礎的・基本的な知識と「気付き」から「観察，実験の計画の立案」

までの学習過程の各場面で思考したことを整理したり，振り返ったりできるようなノートづくりの指

導が必要だと考える。また，意見交換を行い，他者の知識や気付き，考えを取り入れることで，更に

自分の考えを深められるような活動を設定することが必要である。 

そこで本研究では，観察，実験の授業におけるノートづくりの指導を通して，生徒が基礎的・基本

的な知識を自然の事物・現象への気付きと関連付けながら，課題や仮説に正対した観察，実験の計画

を立案できるようにする。それにより，生徒が「何のために行う観察，実験なのか」を理解し，見通

しを持って観察，実験を行うことで，科学的に探究する力を養うことを目指す。 



科学的に探究する力を養う学習指導  

 － ＳＳ 2 －  

２ 研究目標 

観察，実験の授業の「課題の設定」「仮説の設定」「観察，実験の計画の立案」の場面において，

基礎的・基本的な知識を活用しながら，「気付き」から「観察，実験の計画の立案」までの学習過程

の各場面で思考したことを整理できるノートづくりの指導を通して，見通しを持って観察，実験を行

わせ，科学的に探究する力を養うことを目指す。 

 

３ 研究仮説 

 第２学年において，以下の手立てを講じることによって，科学的に探究する力を養うことができる

であろう。 

(1) 思考の過程を視覚化できるノートの構成の検討 

(2) 付箋紙を活用したノートを用いた思考の整理，振り返りの場面の工夫 

(3) 付箋紙を活用したノートを用いた授業実践の展開 

 

４ 研究対象と方法 

４．１ 研究対象 

 南三陸町立歌津中学校 第２学年１組 36名 

４．２ 研究方法 

(1) 文献研究 

(2) 生徒の理科の観察，実験の学習過程に関する意識調査及び実態調査の実施と分析 

(3) 思考の過程を振り返るために適切なノートの構成の検討 

(4) 「ノートのつくり方ガイド」の作成 

(5) 模擬授業，授業実践の分析と研究仮説の検証 

(6) 研究のまとめと考察 

 

５ 研究の概要 

５．１ 研究主題及び副題について 

５．１．１ 「科学的に探究する力」について 

学習指導要領では，理科の目標として，「自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働か

せ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するため

に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す」とあり，育成を目指す資質・能力のうち，

思考力，判断力，表現力等を示したものとして，「(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力

を養う」とある。「科学的に探究する力」とは，自然の事物・現象について見通しを持って観察，実

験を行うことで，その結果を分析して解釈し，自然の事物・現象についての規則性，関係性，共通点

や相違点，分類するための観点や規準，特徴を見いだし，表現することができる力であると考える。

本研究は第２学年を対象とすることから，見通しを持って解決する方法を立案して観察，実験などを

行い，その結果を分析して解釈し，規則性や関係性を見いだして表現する力と捉える。 

５．１．２ 「基礎的・基本的な知識」について 

小学校では，あらかじめ児童が持っている自然の事物・現象についてのイメージや素朴な概念等を

理科の学習を通して確かな知識として身に付け，自然の事物・現象の性質や規則性を理解できるよう

にする。中学校では，既習事項や日常の経験を基にした自然の事物・現象についての理解を，観察，

実験を通して，より妥当性の高い科学的な理解として深めることができるようにしていく。より妥当

性の高いものにするためには，観察，実験を通して，自分が既に持っている考えを検討して修正した

り，理科の見方・考え方を働かせて理解していることを捉え直したりする必要がある。本研究では，

基礎的・基本的な知識を，自然の事物・現象について，既習事項や日常の経験を基にして理解してい

る事柄と捉える。 
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図１ 「気付き」から「観察，実験の計画の立案」までの学習過程 
の各場面の活動についてのアンケート結果（ｎ＝36） 

0 10 20 30

できる どちらかといえばできる どちらかといえばできない できない

36

人数(人)

観察，実験の授業で，注意深く観

察することができますか。

気付いたことと学習課題を結び付

けて考えることができますか。

仮説の設定ができますか。

仮説を確かめる観察，実験の計画

の立案ができますか。

4人 31人 1人

12人 17人 6人 1人

9人 16人 11人

3人 11人 19人 3人

５．２ 実態調査 

５．２．１ 調査のねらい 

 生徒の理科の観察，実験の学習過程に関する意識調査と実態調査を行い，課題を明らかにし，研究

実践と検証の資料とする。 

５．２．２ 調査対象 

 中学校 第２学年１組 36人 

５．２．３ 調査期日 

 平成30年６月８日及び11月19日 

５．２．４ 調査方法及び内容 

(1) 調査回数 ２回 

(2) 調査方法 質問紙法（選択肢式，記述式） 

(3) 調査内容 理科の観察，実験の学習過程に関する生徒の意識調査及び実態調査（生徒対象） 

５．２．５ 調査結果と考察 

(1) 理科の観察，実験の学習過程に関する意識調査について 

「気付き」から「観察，実験の

計画の立案」までの学習過程に関

する意識は，学習過程が進むにつ

れて，「できる」「どちらかとい

えばできる」と回答する生徒が減

少する傾向があった（図１）。気

付きを基にして課題を捉えたり，

仮説を基にして実験の計画を立案

したりするなど，「気付き」から

「観察，実験の計画の立案」まで

の学習過程の各場面で思考したこ

とを関連付けて考えることができ

ていないと推察される。観察，実

験の授業では，「気付き」「課題の設定」「仮説の設定」「観察，実験の計画の立案」について繰

り返し行い，「気付き」から「観察，実験の計画の立案」までの学習過程の各場面で思考したこと

を関連付けて考えられるようにする必要があると考える。 

(2) 理科の観察，実験の学習過程に関する実態調査について 

「仮説の設定」「観察，実験の計画の立案」について，どの程度できているかを把握するため，

図２に示す内容で既習事項について質問した。その結果を表１，表２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 葉のないツバキ（Ａ）と，葉のあるツバキ（Ｂ）の枝をそ

れぞれコップに入れておきました。ＡとＢを比べると，下の

ようなことに気付き，その気付きから課題を設定しました。

この課題を解決するための仮説を立ててください。 

【気付いたこと】 

○Ａの方が水が減っている。 

○Ｂの水はあまり減っていない。 

○Ａには葉があるが，Ｂには葉がない。 

【課題】 

○蒸散と吸い上げられる水の量にはどのような関係があるのだろうか 

 

２ 「１」で立てた仮説を確かめるためには，どのような実験をしますか。箇条書きでもかまい

ませんので，必要だと思う実験を思い付く限り書いてください。 

   Ａ      Ｂ  

 

 

 

 

 

図２ 既習事項についての問題 



科学的に探究する力を養う学習指導  

 － ＳＳ 4 －  

図３ 振り返りに関する調査の結果（ｎ＝36） 
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観察，実験では，課題や仮

説を振り返って，計画を立案

していますか。
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人数(人)

気付きと課題を基にして，仮説の設定が

できている生徒は８人だった（表１）。こ

の８人の生徒について，（１）の観察，実

験の「気付き」から「観察，実験の計画の

立案」までの学習過程に関する意識調査の

結果を見ると，仮説の設定の項目に「でき

る」「どちらかといえばできる」と，肯定

的に回答していた生徒は６人だった。一方，

因果関係が整理できていない生徒は９人で

あり，条件制御ができていない生徒は14人

であった。これらの23人について，（１）

の結果を見ると，20人の生徒は仮説の設定

の項目で肯定的な回答をしていたことが分

かった。このことから，学習した単語を並

べたり，直感的な考えを基にしたりするこ

とで仮説を設定しただけでも，できたと考

えている傾向がある。「仮説の設定」では，

気付きや課題，既習事項を基にして考えることを身に付けさせることが必要である。無回答であっ

た５人の生徒については，（１）の結果でも自己評価が低かった。既習事項や生活体験，気付きで

得られたことを整理させ，順序立てて考えさせるための手立て，仮説の基本的な考え方を身に付け

させるための手立てを講じる必要があると考える。 

「観察，実験の計画の立案」については，課題や自分の仮説に正対して，条件制御ができている

生徒は７人であった（表２）。この７人について，（１）の結果を見ると，観察，実験の項目で，

５人の生徒は自己評価が低いことが分かった。観察，実験の計画の立案ができているにも関わらず

，この５人の生徒の自己評価が低かったのは，実験計画を教科書の文言どおりに表現できなければ

，できたとは言えないと考えたためと推察される。一方，課題や自分の仮説とは関係がない要因を

調べる実験の計画を立案している生徒は11人，課題や自分の仮説を調べるための条件制御ができて

いない計画を立案している生徒は８人であった。これらの19人について，（１）の結果を見ると，

12人の生徒の自己評価が低かった。観察，実験の計画の立案については，苦手意識を持つ生徒が多

いことが分かる。仮説を確かめるために必要な条件制御や手順等について，課題や仮説を見直しな

がら考えられるような手立てを講じる必要があると考える。また，個人で考えた後に，他の生徒の

意見を聞いて自分の計画を練ることによって，課題や仮説に正対した観察，実験の計画の立案がで

きるようになると考える。 

(3) 理科の観察，実験の学習過程における振り返りに関する意識調査について 

  観察，実験の授業での振り返りについては36人

中24人の生徒が「常にしている」「するときもあ

る」と回答した（図３）。しかし，（２）の実態

調査を見ると，「仮説の設定」「観察，実験の計

画の立案」で正答した生徒は，８人，７人と少な

かった。思考の整理ができていないこと，振り返

りの視点が曖昧になっていることが考えられる。「気付き」から「観察，実験の計画の立案」まで

の学習過程の各場面で，思考を整理したり，振り返ったりしながら学習を進める手立てが必要だと

考える。 

５．３ 指導対策 

５．３．１ ノートづくりの指導について 

表１ 仮説の設定に関する実態調査の結果 

No 生徒の回答類型 36 人中 

１ 気付きと課題を基にして仮説の設定がで

きている。 
８人 

２ 因果関係が整理できていない。 ９人 

３ 条件制御ができていない。 14 人 

４ 無回答 ５人 

 
表２ 観察，実験の計画の立案に関する実態調査の結果 

No 生徒の回答類型 36 人中 

１ 課題や自分の仮説に正対し，条件制御が
できている実験の計画を立案することが
できている。 

７人 

２ 課題や自分の仮説とは関係がない要因を
調べる実験の計画を立案している。 

11 人 

３ 課題や自分の仮説を調べるための条件制
御ができていない計画を立案している。 

８人 

４ 計画になっていない。 ２人 

５ 無回答 ８人 
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日付 

単元名 

事象 

 

既習事項 

 

実験に必要な情報 

 

気付き 

 

課題 

 

仮説 

 

観察，実験の計画 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

準備物 
 

図４ 付箋紙を活用したノートの構成 

図５ ノートのつくり方ガイド 

【観察，実験】ノートのつくり方ガイド 
○○月○○日(○) 

○ ○○○○（タイトル） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象 先生から配付される図等 

 

 

 

 

 

 

気付き            （水色の付箋紙） 

「○○の方が△△」 
２つの比較 どんなところがどう違うか 

 

仮説             （黄色の付箋紙） 

「□□をすると△△になる。                    

  （課題に対して自分の考え） 

だから，●●すれば○○という結果になるだろう。」                

  （実験したときの結果の予想） 

 

 

観察，実験の計画       （桃色の付箋紙） 

① ○○と△△を用意 

 

 

Ａ  Ｂ 

② Ａを□□で調べる。 

 

 

④ 

 

 

 

③ Ｂを□□で調べる。 

 

例「準備物：○○，△△，□□」 
 

 

観察，実験の計画の話合いで気付いたこと 

④でＢに□□する。 

 

 

 

 

これまでに学んだこと 

 

この場所は空けておく。 

 

 

 

 

実験に必要な情報 

この場所は空けておく。 

 

 

課題 ノートに書いて，線で囲む。 
 

「□□によって，○○は△△になるだろうか」 
 

 

 

 

 

(1) 付箋紙を活用したノートの構成 

ノートは，中学校学習指導要領解説理科編

（平成29年７月）の「資質・能力を育むため

に重視すべき学習過程のイメージ」を参考に

して，中学校の観察，実験の活動内容を踏ま

えた構成にする（図４）。「気付き」「仮説」

「観察，実験の計画」「観察，実験の計画の

話合いで気付いたこと」については，それぞ

れ色分けをした付箋紙に生徒が書いて，ノー

トに貼り付けられるようにする。授業の導入

で提示する自然の事物・現象に関する図表，

「気付き」から「観察，実験の計画の立案」

までの学習過程の各場面で必要な情報等は，

別にシールに印刷して配付されたものをノー

トに貼り付ける。 

「気付き」の付箋紙には，授業の導入で，

自然の事物・現象から気付いたことを書く。

既習事項や気付きから設定した「課題」は，

直接ノートに書いて，線で囲むようにする。

「仮説」の付箋紙には，課題に対しての考え

と実験の結果の予想を書く。仮説を確かめる

ための「観察，実験の計画」の付箋紙には，

手順とその手順に必要な準備物を書く。「観

察，実験の計画の話合いで気付いたこと」の

付箋紙には，個人の観察，実験の計画と班の

観察，実験の計画を比較し，観察，実験の計

画の話合いで気付いたことを書く。生徒が自

分の思考の過程を整理するために付箋紙を移

動したり貼り直したりすることや，矢印で付

箋紙と付箋紙を結ぶことで，「気付き」から

「観察，実験の計画の立案」までの各場面で

思考したことを視覚的に捉えやすいノートの

構成にする。生徒が「何のために行う観察，

実験なのか」を理解し，観察，実験に取り組

むことができるようにする。 

(2) 生徒用ガイドの作成 

生徒がノートづくりをするときの補助資料

として，「ノートのつくり方ガイド」を作成

する（図５）。観察，実験の授業で基本とな

る学習過程を示すことで，生徒が「観察，実

験の計画の立案」までの学習過程に見通しを

持つことができるようにすること，「気付き」

から「観察，実験の計画の立案」までの学習

過程の各場面で考えたことをどのように表現

するのかを示すことで，生徒がガイドを見な
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がらノートづくりができるようにすることを目指す。研究対象の第２学年の授業では，基本的なノ

ートの使い方が定着するまで，ガイドどおりの構成でノートづくりをさせる（図６）。書き方が身

に付いてきた生徒については，必ずしもガイドに頼らなくてもよいことを説明し，自分の思考の過

程が振り返りやすいように付箋紙を貼り付ける位置や書き方を工夫するよう促すなど，個々の生徒

の実態に合わせて段階的に指導していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．３．２ 付箋紙を活用したノートを用いた学習指導について 

(1) 思考の過程を理解させる活動 

観察，実験の授業において，付箋紙を活用したノートを用いて，生徒が視覚的に自分の思考の過

程を理解できるようにする。観察，実験の前に，ノートで振り返りを行い，「何のために行う観察，

実験なのか」を確認させることで，見通しを持って観察，実験を行うことができるようにする。 

(2) 意見交換による気付きや仮説，観察，実験の計画を検討する活動 

「気付き」「仮説の設定」「観察，実験の計画の立案」において，付箋紙を活用した意見交換の

場面を設定する。付箋紙を班で見せ合いながら共有，練り合いをすることによって，自分に足りな

かった考えや新たに気を付けなければならない点について考えられるようにする（図７）。各班で

観察，実験の計画としてまとめさせることで，「何のために行う観察，実験なのか」について確認

できるようにする。観察，実験を行う前に，自分や班の課題や仮説，観察，実験の計画について十

分に考えることで，見通しを持って観察，実験を行うことができるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 付箋紙を班で見せ合いながら共有，練り合いをするための用紙 

 

課題（班で考えた学習課題） 

 

課題（班あるいは学級でまとめた学習課 気付き 

（生徒Ａの 
  付箋紙） 

 気付き 

（生徒Ｂの 
付箋紙） 

 気付き 

（生徒Ｃの 
付箋紙） 

 気付き 

（生徒Ｄの 
付箋紙） 

 仮説  

（生徒Ａの 

付箋紙） 

 実験計画 

（生徒Ａの 
付箋紙） 

 仮説  

（生徒Ｂの 
付箋紙） 

 実験計画 

（生徒Ｂの 
付箋紙） 

 仮説  

（生徒Ｃの 
付箋紙） 

 実験計画 

（生徒Ｃの 
付箋紙） 

 仮説  

（生徒Ｄの 
付箋紙） 

 実験計画 

（生徒Ｄの 
付箋紙） 

図６ 付箋紙を活用したノート例 

 

９月７日(金)  

１ 消化と吸収 
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 10 

 

 

 

 

 15 

 

 

 

 

 20 

 

 

 

 

 25 

 

 

 

 

 30 

 

 

 

 

 35 

 

 

 

 

 40 

 

 

 

課題 

デンプンはだ液によって 
糖に変化するだろうか。 

実験に必要な情報 

【ヨウ素液】 

 
 
 
デンプン         水 
 

ヨウ素液 ヨウ素液 

 

【ヨウ素 液】 

 
 
 
糖      水 

 
 

ヨウ素液 ヨウ素液 

 
 
 

これまでに学んだこと 

 
デンプンは口の中でだ液に
より，別の物に変化する。 

(ヨウ素液) 

 

 
10分後 

 

4  0℃  青紫 黄色 

観察，実験の計画 

準備物：試験管(デンプン溶液)４本 

① 

 

 

 

 

Ａ Ｂ  Ｃ Ｄ 

10 分 温 め る 。    

40℃ 

②糖を調べる 

       ベネジクト液 

 

 

 

Ａ Ｃ 

加熱 

④ 

 

  

 

 

③ 

 

気付き 

・甘くなる。 
・細かくなる。 
・変わらない。 

仮説 

 デンプンはだ液によって糖に変化する。 

（だから，）デンプン溶液にだ液を入れたもの

は，ベネジクト液で赤褐色の沈殿ができる。             

                   

 

11月 日( )  

２ 水蒸気の変化 
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 10 

 

 

 

 

 15 
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 30 
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課題 

水滴ができる条件は何だろうか。 
 

 

仮説 

温度を下げれば，水滴ができる。          

だから，コップの中の水の温度をゆっくり下げていけば，         

コップの表面に水滴ができる温度があるだろう。        

                   

水温 室温

容器

容器のすぐ近く
の空気の温度

観察，実験の計画 

① 

室温の水 

（  ℃） 

 

② 

 

 

 

 

④ 

 

  

 

 

 

③ 

 

準備物： 

 

気付き 

・缶Ａはくもっている。 

・缶Ａは水滴が付いている。 

・缶Ｂはぬるい。 

 

 
 

 
 

観察，実験の計画の話合いで気付いたこと 
 

・氷水は少しずつ入れないといけない。 

 

 

 

 

 
缶Ａ     缶Ｂ 
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５．４ 授業実践と考察 

５．４．１ 付箋紙を活用したノートを用いた授業実践 

(1) 単元名 「動物の生活と生物の変遷」「天気とその変化」 

(2) 実践期間 ９月６日（木）～11月19日（月） 

５．４．２ 考察 

(1) 付箋紙を活用したノートづくりの指導について 

「気付き」から「観察，実験の計画を立案」まで

を１時間，「観察，実験の実施」「結果の分析・解

釈」「考察」「まとめ」を１時間とし，２時間計画

で観察，実験の授業を行うことにした。「気付き」

から「観察，実験の計画の立案」までの学習過程を

通して，見通しを持って観察，実験ができるよう，

ノートのつくり方が身に付くまでは「ノートのつく

り方ガイド」の読み合わせを行い，ガイドに沿った

ノートづくりを指導した（図８，図９）。「気付き」

「仮説」「観察，実験の計画」を付箋紙に書いて貼

り付けるよう指導し，その活用方法についても説明

して観察，実験を行わせたことで，生徒にどの場面

の活動を行っているのか明確にさせることができた。

生徒の感想では，「何について考えているのか分か

った」「実験計画を考えやすかった」等の記述が見

られ，ガイドに沿ったノートづくりを通して，「気

付き」から「観察，実験の計画の立案」までの学習

過程を理解させることができたと考えられる。また，

仮説が考えられない等のつまずきが見られた生徒に

ついて，どこで困っているのかを把握することがで

きた。 

(2) 付箋紙を活用したノートを用いた学習指導について 

自然の事物・現象について，観察して気付いたこと

を「気付き」の付箋紙に書くことなど，付箋紙の使い

方や仮説の文例，観察，実験の計画を図や文を使って

表すことなどを確認した。そして，ノートの活用方法

として，付箋紙や矢印を使って思考の過程を整理しな

がら学習活動に取り組んだり，振り返って考えたりす

ることができるように指導した。 

生徒は，「仮説の設定」や「観察，実験の計画の立

案」の場面において，それまで考えてきたことを見直

しながら学習活動に取り組んでいた。班で共有，練り

合いをするための用紙に自分のノートから付箋紙を貼

り替えさせ，自分の仮説とその検証のための観察，実験の計画を説明する活動をさせることができ

た（図10）。付箋紙を貼りながら意見交流をしたことで，他の生徒の考えについて，何について説

明されているのかを明確に理解できるように話合いを進めさせることができた。班で練り合って作

成した観察，実験の計画は，縮小コピーをしてそれぞれの生徒のノートに残せるようにした。観察，

実験の計画が不十分だと感じたり，仮説に正対した計画になっていないと感じたりした生徒は，班

でまとめた計画を見ながらもう一度，自分の観察，実験の計画を考え直し，新たに付箋紙に書いて

図９ 「ノートのつくり方ガイド」を見ながら，気
付きで思考したことから課題を設定する様子 

図８ 「ノートのつくり方ガイド」を見ながら，
付箋紙を用いてノートづくりをする様子 

図 10 付箋紙を活用して班で共有する様子 
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0 10 20 30

振り返り

観察，実験計画を考える参考

仮説を考える参考

なった どちらかといえばなった どちらかといえばならなかった ならなかった

36

人数(人)

2０人 14人 2人

2０人 14人 2人

21人 14人 1人

ノートのつくり方ガイド
は，仮説の設定の参考になっ

たか。 

ノートのつくり方ガイド

は，観察，実験の計画の立案
の参考になったか。 

図 11 ノートのつくり方ガイドの活用に関する意識調査の結果（n＝36） 

ノートのつくり方は，振り
返りがしやすいものになった

か。 

図 12 「気付き」から「観察，実験の計画の立案」までの学習過程の 

活動についてのアンケート結果（ｎ＝36） 

 

0 10 20 30

１１月

６月

１１月

６月

１１月

６月

１１月

６月

できる どちらかといえばできる どちらかといえばできない できない

36
人数(人)

4人 31人 1人

21人 1人14人

12人 17人 6人 1人

10人 20人 5人 1人

16人 11人9人

11人 19人 4人 2人

11人 19人 3人3人

20人9人 6人 1人

観察，実験の授業で，
注意深く観察することが

できますか。 

気付いたことと学習課
題を結び付けて考えるこ
とができますか。 

仮説を確かめる観察，
実験の計画の立案ができ
ますか。 

仮説の設定ができますか。 

貼り直す姿が見られた。 

 

６ 研究のまとめ 

 

６．１ 研究の成果 

 (1) 付箋紙を活用したノートづくりの指導について 

  「ノートのつくり方ガイド」を

作成したことで，ノートの構成や

書き方，「気付き」から「観察，

実験の計画の立案」までの学習過

程の活動について，一貫した指導

を行うことができた。「ノートの

つくり方ガイド」の活用に関する

意識調査の結果を見ると，９割以

上の生徒が肯定的な回答をしてい

た（図11）。その理由として，

「課題から仮説を立てるのが考え

やすかった」「書く流れが分かる」

「何を考えればよいのかが分かる」

等の記述が見られた。否定的な回

答をした生徒の理由を見ると，

「仮説」については，「どのよう 

に書いていいのかがまだ分からな

い」といった記述が見られ，文章

での表現の仕方を指導していくこ

とで意識の変化が見られるもので

あったと考えられる。また，「観

察，実験の計画」については「実

験にいろいろな種類があるので仮

説から結び付けるのが難しい」「

パターンがいろいろあるので，ど

う計画を立てればいいのか悩む」

といった記述が見られ，生徒が仮

説に正対した観察，実験の計画を

立てようと考えていたことが感じ

られた。このことから，観察，実

験の授業において「ノートのつく

り方ガイド」を活用し，付箋紙を

用いて学習の過程が分かるような

ノートづくりを行うことで，仮説

の設定や観察，実験の計画の立案

ができるようになったと感じることができた生徒が増えたことが分かった。また，仮説の設定や観

察，実験の計画の立案ができるようになったと感じられなかった生徒についても，「気付き」から

「観察，実験の計画の立案」までの学習過程を意識して観察，実験に取り組もうとしていたことが

分かった。 
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0 10 20 30

１１月

６月

常にしている するときもある
しないときが多い 全くしていない

36
人数(人)

観察，実験では，
課題や仮説を振り返
って，計画を立案し
ていますか。

8人 7人21人

7人 12人17人

図 14 振り返りに関する調査の結果（ｎ＝36） 

 

図 13 生徒の記述の変容 

(2) 付箋紙を活用したノートを用いた指導について 

「気付き」から「観察，実験の計画の立案」までの学習過程に関する意識の変容を見ると，学習

過程のどの場面に関する意識でも，肯定的な回答をした生徒が増えた（図12）。一人一人の生徒に

ついてアンケートの回答を見ると，「観察，実験の授業で注意深く観察することができますか」で

は，６月に「どちらかといえばできる」と回答していた生徒が，11月に「できる」という回答に変

化したように，授業実践後の11月に肯定的な回答になった生徒は12人だった。これは，気付きや考

えを書かせる活動を授業の中に位置付け，繰り返し取り組ませてきた成果の表れだと捉える。 

「気付いたことと学習課題を結び付けて考えることができますか」では，６月に比べて回答が肯

定的なものになった生徒は６人だった。８人の生徒については，６月よりも否定的な回答に変わっ

ていた。しかし，これら８人の生徒の授業後の感想には，「学習課題を捉えることが難しい」「学

習課題から考えた仮説をどのように書くか迷った」といった記述が見られたため，これらの生徒に

ついても，学習課題と気付き，仮説，観察，実験の計画の関連を意識して，じっくり考えようとし

ていたと考えられる。 

「仮説の設定ができますか」については，６月に比べて肯定的な回答をした生徒は13人だった。

この理由を聞くと，「気付きからつなげて仮説を考えることができた」「ガイドを見ながら自分な

りに考えることができた」等の記述が見られた。「ノートのつくり方ガイド」の文例を参考にさせ

ることができ，付箋紙を矢印でつないで課題と仮説，仮説と観察，実験の計画の関連を理解しやす

くできたことで，生徒が仮説の表し方や観察，実験における仮説の必要性を理解しながら学習に取

り組むことができるようになり，仮説の設定ができている実感を高めることができたと考えられる。 

「仮説を確かめる観察，実験の計画の立案ができますか」については，６月に比べて肯定的な回

答をした生徒は21人だった。この理由として，

「ノートのまとめ方をうまくできるようになった」

「事前に気付きや仮説を立てているから」「書き

方の例を参考にできた」等の生徒の記述が見られ

た。このことから，「ノートのつくり方ガイド」

の文例や計画の図式化を参考にさせることができ，

付箋紙を矢印でつないで仮説までの学習の過程と

観察，実験の計画の立案との関連を理解しやすく

できたことで，生徒が思考の過程を意識して仮説

に正対した観察，実験の計画の立案ができるよう

になり，観察，実験の計画の立案ができている実

感を高めることができたと考えられる。 

生徒の観察，実験の授業のノートの記述を見る

と，付箋紙を活用してノートづくりを行わせるこ

とで，観察，実験の計画の立案につながる仮説の

設定ができていた（図13）。生徒が個人で設定し

た仮説や立案した観察，実験の計画を，付箋紙に

直接書いたものを持ち寄って考えることで，共有

しやすいものになり，短時間で細かい点まで話し

合うことで，班で行う観察，実験の計画の立案を

することができていた。 

「観察，実験では，課題や仮説を振り返って計

画を立案していますか」については，６月に比べ

て，肯定的な回答をした生徒が増えた（図14）。

一人一人の生徒について，６月と11月のアンケー
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トの回答の変化を見ると，15人の生徒が６月よりも肯定的な回答をした。授業後の生徒の感想では，

「どこに書いてあるのかが見やすい」「自分で立てた仮説を見ながら計画を立てることができた」

等の記述が見られた。観察，実験の授業におけるノートの構成を，思考の過程が視覚的に捉えられ

るように統一し，「気付き」から「観察，実験の計画の立案」までの学習過程を繰り返し行うこと

で，各場面の関連を意識して取り組むことができるようになった生徒が増えたと考えられる。 

以上のことから，付箋紙を活用したノートづくりの指導は，生徒が基礎的・基本的な知識を自然

の事物・現象への気付きと関連付けながら，課題や仮説に正対した観察，実験の計画の立案ができ

るようにするための手立てとして有効であったと考える。このことは，「他の事柄との関わり等に

ついて，明確に理解できていない」「学習過程の各場面で思考したことのつながりを意識すること

ができていない」といった本校生徒の課題の解決につながる手立てであったと考える。 

６．２ 今後の課題 

(1) 自分の思考の過程を整理させる付箋紙を活用したノートづくりの指導 

「気付き」から「観察，実験の計画の立案」までの学習過程に合わせて，付箋紙の色や大きさ，

ノートに貼る位置等を固定して使わせた。ノートのつくり方が身に付いてきた生徒は，必ずしもガ

イドに頼らなくてもよいことを説明し，自分の思考の過程が振り返りやすいように付箋紙を貼り付

ける位置や書き方を工夫するよう促したが，ガイドに頼らずにノートを活用することはできていな

かった。11月の生徒のアンケートでは，「『ノートのつくり方ガイド』の方法が課題によっては参

考にならない場合もあった」「考察用の付箋紙も用意して考えを整理できるようにした方がいい」

という記述があった。これらのことから，付箋紙の種類や貼る位置など，ノートのつくり方を自分

で工夫させ，思考の過程を整理できるようにしていきたい。 

(2) 付箋紙の良さを生かした共有の方法 

班で意見を共有するときに，個人で設定した仮説，その仮説を基に設定した観察，実験の計画の

説明を行わせた。個人の考えを共有した後，班で１つの計画にまとめていく時には，全員の意見の

共通点をまとめていく方法，１人の意見を基本にして他の意見を組み合わせていく方法など班ごと

に様々な方法でまとめていた。付箋紙の利点を利用して，それぞれの考えの共有，練り合いができ

るように基本となる方法を指導する必要があると考える。 

(3) 他教科や領域で用いるノートの構成の検討 

知識の体系化と思考力の育成のため，理科の観察，実験の授業において付箋紙を活用したノート

づくりの指導を行ったことで，基礎的・基本的な知識を活用させ，「気付き」から「観察，実験の

計画の立案」までの学習過程の各場面で思考したことのつながりを意識させながら，学習に取り組

ませることができた。他教科や領域でも実践できるよう，校内で検討していきたい。 
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図表等の許諾について 

図８，９，10，13は生徒が記述したノートの一部である。対象生徒氏名を伏せて資料を活用する

こととし，生徒の保護者から報告書での使用許諾を得た。 


